
 
令和 2 年度 学校評価報告書 
 
令和 2 年度における学校評価につきまして、報告させていただきます。本園では毎年学校
評価を実施しています。自己評価は、当幼稚園教職員が評価したものです。保護者評価は本
園在園児の保護者による評価です。本評価の実施方法として、「保護者評価」「自己評価」の
結果を「学校評価委員会」に報告し、アドバイスや、様々な観点からご意見を頂戴して、さ
らに良い教育活動・教育環境を提供し園運営等の質の向上に努めます。 
学校評価の目的は学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずることや、その教育水準

の向上に努めるためのものです。この結果を真摯に受けとめ、更なる教育活動の充実、教育
環境の整備、教職員の資質向上等に努めてまいります。貴重なご意見を活かして、出来るこ
とからすぐ改善し、さらに良い教育活動・教育環境が提供できますよう努力していきます。
この学校評価をご覧いただき、今後本幼稚園が更なる発展が出来ますようにご指導とご鞭
撻をお願いいたします。 
 
1.対象期間： 2020 年（令和 2 年） 4 月 1 日～ 2021 年（令和 3 年） 3 月 31 日 
 
2 実施日時：  2021 年（令和 3 年） 3月 28 日（日） 1３:０0 ～１４:３０ 
 
3.実施場所：本学苑 会議室 
 
4 学校評価委員会 
評価委員（８名） 
卒在園児保護者 
元公立学校校長 
元公立小学校教員（2名） 
歯科医師 
元教員養成大学教授 
小規模保育所ほうりゅうじ施設長 
本園職員（評議員） 
5 評価 
園長が、園要覧をもとに「教育方針」「特色ある教育」の説明を行い、本園の様子を報告し、
教員の自己評価や保護者の評価結果を基に評価や意見をいただいた。 
 
 
 



評価結果   
教育目標・教育課程・指
導内容 

毎月学年ごとに目標を定め、達成するための活動や予定をおた
よりに載せて、保護者の方にお伝えしていた。またそれぞれ
日々の頑張りの様子を保護者にお伝えすることができている。
今年度はコロナウイルス感染拡大防止のため保育を実際に参
観していただき懇談をするなどができない場面があったが動
画配信や日々のやりとりの中から一人一人の様子をお伝えす
ることができていた。今後も、保護者と連携し、それぞれの園
児への関わり方・支援の仕方や保育の進め方を考え、園児たち
の思考力や想像力を育む教育活動を通して、小学校への進学そ
して将来に向けてよりよい保育・教育を進めてほしい。 

安全管理 コロナウイルス感染拡大防止のため園全体でなく、クラス単位
で訓練したことでより真剣に取り組むことができていたよう
だ。また、年 3 回火災・地震不審者と訓練実施計画のもと、反
省点も記録に残していることも今後の改善につながり良い。 
アナフィラキシー対応研修やAEDの使い方を研修されており
安全管理が行き届いていた。 

特別支援教育 特別支援教育の部分においては、地域の専門機関連携を図るこ
とで、園、行政間で情報の共有、意識の共有を図ることができ
ている。また、幼児一人ひとりの発達を理解し、保護者との連
携を図ることにより、的確な援助、支援につなげることができ
ている。また、日頃から園の特別支援教育の専門家と教員がア
ドバイス等連携することにより園児一人ひとりの発達にかな
った保育を実践することができ、教員個々のスキルアップにつ
なげることができている。 

組織運営と研修 コロナウイルス感染拡大防止のため研修に参加することが困
難であったがオンライン研修などを活用するなど外部の研修
参加をさらに増やし園内で共有できるようにしていきたい。 

保護者や地域との連携 新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり読み聞かせやバザ
ーなど交流事業等の実施が困難になった。次年度については、
様々な状況にも対応しながら交流事業を進められる方法がな
いか検討模索してほしい。 

教育環境整備 新型コロナウイルスの発生により、保育や行事については、大
幅な変更が必要となったことなどから、ICT についても積極
的に取り入れ、動画の配信や双方向の通話など家庭との連携を
図れるよう体制づくりに努めたい。 


